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平成27年度 決算報告書

国立大学法人横浜国立大学

（単位：百万円）

区分 予算額 決算額 差 額 備考
(決算－予算)

収入
運営費交付金 ８，２１３ ８，３１７ １０４ 注１
施設整備費補助金 ４３０ ２５５ △１７４ 注２
補助金等収入 ４１７ ５１９ １０３ 注３
国立大学財務・経営センター施設費交付金 ４５ ４５ －
自己収入 ５，７５２ ６，１１２ ３６１

授業料、入学料及び検定料収入 ５，６６２ ５，５８５ △７５ 注４
雑収入 ９０ ５２７ ４３６ 注５

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 １，８０５ ２，３２３ ５１７ 注６
引当金取崩 － ０ ０
目的積立金取崩 ３５７ ３３７ △１９ 注７

計 １７，０１９ １７，９１１ ８９１

支出
業務費 １４，３２２ １４，４５９ １３６

教育研究経費 １４，３２２ １４，４５９ １３６ 注８
施設整備費 ４７５ ２９６ △１７９ 注９
補助金等 ４１７ ５０１ ８４ 注 10
産 学 連 携 等 研 究 経 費 及 び 寄 附 金 事 １，８０５ ２，１６４ ３５８ 注 11
業費等

計 １７，０１９ １７，４２１ ４０１

収入－支出 － ４９０ ４９０

※決算報告書は、百万円未満切捨で作成しています。

○予算と決算の差異について

（注１）平成２７年度特別運営費交付金による１３９百万円の増、前年度特殊要因退

職手当繰越額に係る予算と実際の繰越金額の差異による３４百万円の減によ

り、予算額に比して決算額が１０４百万円多額となっております。

（注２）平成２７年度当初予算の翌年度以降への繰越のため、予算額に比して決算額

が１７４百万円少額となっております。

（注３）予算段階では予定していなかった資金の獲得に努めたことによる１３６百万

円の増、前期末未収計上分の当期入金分６１百万円の増、当期未収入金分４

３百万円の減等の理由により、予算額に比して決算額が１０３百万円多額と

なっております。

（注４）授業料収入８９百万円の減、入学料収入１９百万円の増、検定料収入６百万

円の減により、予算額に比して決算額が７５百万円少額となっております。

（注５）科学研究費補助金等間接経費収入、財産貸付料収入、教員免許更新講習料収

入、有価証券受取利息収入等により、予算額に比して決算額が４３６百万円

多額となっております。

（注６）寄附金収入８７百万円の減、受託研究収入４２９百万円の増、共同研究６７

百万円の増、並びに受託・共同事業収入９７百万円の減。一方、前年度以前

の収入を財源として、受託研究収入が１４０百万円の増、共同研究収入が６
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３百万円の増、受託・共同事業収入が２百万円の増となり、予算額に比して

決算額が合計５１７百万円多額となっております。

（注７）平成２２年度剰余金を財源とした目的積立金の支出に伴う取崩額で、事業の

翌年度以降への繰越のため予算額に比して決算額が１９百万円少額となって

おります。

（注 ８）（注 １） に記し た理由等に より、予算額に比して決算額が１３６百万円多額

となっております。

（注 ９）（注 ２） に示し た理由等に より、予算額に比して決算額が１７９百万円少額

となっております。

（注 10）（注３）に 示し た理由等に より、予算額に比して決算額が８４百万円多額と

なっております。

（注 11）（注６）に 示し た理由、並 びに翌期以降への繰越等により、予算額に比して

決算額が３５８百万円多額となっております。
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